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あかし歴史のまち
「文化財ウォーク」

明石浦の港周辺と
『源氏物語』ゆかりの
文化財を歩く

明石市文化財保存活用地域計画2023

明石駅

明石市道路元標

旧船町古民家

岩屋神社

築山

稲荷大明神

明石浦漁業協同組合

伊弉冊神社

無量光寺

善楽寺

徒歩5分

徒歩15分

徒歩5分

徒歩5分

徒歩5分

徒歩5分

徒歩10分

徒歩5分

徒歩すぐ

明石の町の基礎となった城下町。その城下町の
西南部には多くの寺院があり、その中には『源氏
物語』の舞台とされるところもあります。
明石の港近くの文化財を訪ねてみましょう。

　『源氏物語』は、平安時代の11世紀初め頃、紫
式部によって書かれた全54帖からなる長編の物
語。そのうち「明石」は第13帖。
　都を離れて須磨で隠棲していた光源氏が明石へ移
り、前の播磨守であった明石入道の屋敷「浜の館」
に迎え入れられる。そこで、入道の娘明石の上との
仲を取り持たれ、明石の上の住む「岡辺の館」へと
通う。翌年、光源氏は都へ呼び戻されることにな

　松平忠国が『源氏物語』を現実の地に見立てた文
学遺跡は次の2ｶ所。
 • 明石入道の屋敷で光源氏が住んだ「浜の館」（①）を
善楽寺や無量光寺の周辺に想定した。（前ページ）
•  明石の上の住まいである「岡（辺）の館」（②）を現
在の神戸市西区櫨谷町松本に想定した。
　それぞれに、忠国が自ら詠んだ歌を刻んだ石碑が
建てられている。
　また、『平家物語』に因む遺跡地「忠度塚」にも
同様の石碑を建てている。
　このような忠国による文学遺跡の見立てが、物語
の流行とともに、広まり、『源氏物語』ゆかりや伝
説の地が多く生み出され、現在に伝えられている。

　藤井松平家の忠国は慶安2年（1649）丹波国篠
山藩5万石から7万石の第5代明石藩主として入
部し、万治2年（165 9）に亡くなる。次男（長男は若
くして死去）信之が跡を継ぎ、第6代明石藩主と
なる。延宝 7年（1679）大和郡山藩8万石へ移る。

り、懐妊していた明石の上には都へ迎えることを約
束し、明石を後にする。
　源氏物語の中では明石の様子が細かく描写されて
いて、読み手を明石へと誘う。文学に関心が強かっ
た明石藩主松平忠国は自らの領国である現実の明石
の地に『源氏物語』の世界を当てはめ、領内に物語
を広めるとともに、往来する人たちに文学遺跡を通
して明石の地を広く知らしめた。

「蔦の細道」無量光寺の東、塀沿いの道。光源氏
　が明石の上の住む「岡（辺）の館」へ通った。大正
　10年頃に造られた伊藤明瑞の筆による碑がある。
「源氏稲荷」無量光寺境内。光源氏が自ら信仰する
　神を祀った。
「光源氏月見の松」無量光寺と岩屋神社南西の2ヵ
　所に伝わる。岩屋神社には現在、境内に月見の松
　に見立てた松がある。（前ページ）
「源氏月見寺」 無量光寺。
「光源氏月見池」朝顔光明寺(鍛冶屋町)境内の池。
「恋の橋」神戸市西区玉津町高津橋
　光源氏が「岡の館」を訪ねての帰り道、明石の上
　のことを恋しく想い渡った橋。
「源氏岡越の松」神戸市西区櫨谷町    光源氏が「岡
　の館」へ通った道にある松。

明石浦漁港

明石市道路元標 旧船町古民家

伊弉冊神社

「岡之屋形碑」（②）

無量光寺「蔦の細道」 「忠度塚」
『源氏物語』文学遺跡と伝説の地
①  :浜の館　②  :岡の館　③  :恋の橋

明石市文化・スポーツ室　歴史文化財担当   078-918-5629

協力 /ぶらり子午線観光ガイド連絡会
ヘリテージ明石
生船研究会
あかし市民図書館

モデルコース

『源氏物語』と明石

『源氏物語』ゆかり・伝説の場所明石藩主松平忠国（藤井松平家）

ひつじさる

③ 

①

②

川
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　道路の起点・終点や経過点を示していた標石。自
動車が移動手段の主役になり始めた大正 9 年
（1920）に「道路法施行令」が制定され、各市町村に一
基、主要道路の交差点に設置された。明石市では旧西
国街道と駅前通りとの交差点に設置されたが、その
後、国道整備に伴う２度の移設を経て、100 年前の最
初の設置場所近くに戻った。交通路の変遷や町の発
展過程を伝える歴史遺産である。

明石市道路元標　※表紙に写真

旧船町古民家　※表紙に写真

岩屋神社

築山

稲荷大明神(岬森神社)

伊弉冊神社　※表紙に写真

無量光寺　※表紙に写真

善楽寺

　大正 11 年（1922）建築。母屋と藏から成る。ラジオ
部品などを製造販売する東洋電気具製作所（のち、東
洋ライトに社名変更）を設立した平野英吉の住宅。屋
敷地は 20 間（36.4ｍ）×6間（10.9ｍ）で約 120 坪
（396.6 ㎡）。風通しや日光を取り入れるため、ガラス
窓やガラス天井を使い工夫されている。

　祭神の伊弉冊尊は『古事記』『日本書紀』に記され
る国生みの男女二神のうちの女神。奈良時代の終わ
り、宝亀 2年（771）に境内地が寄進されたが、後に度
々火災にあい、現在の社殿は昭和 37年（1962）に再
建されたもの。

　浄土宗。山号は月浦山。慶長 18年（1613）に中興
され、正保年間（1644 ～ 48）に江井ヶ島から移って
きたといわれる。移転直後の寺であったが、藩主松
平忠国（在位：1649 ～ 59 年）により『源氏物語』に
登場する光源氏の屋敷や月見の寺に見立てられた。
寺内の稲荷社には「源氏稲荷」、土塀脇の道には「蔦
の細道」と名付けた。
　また、境内には、允恭天皇 14 年（425）に神に供え
る真珠を得るため深い海底の大鮑を獲って絶命し、
『万葉集』にも詠まれる伝説の海士男狭磯（アマノオ
サシ）を祀る塚が近年再建された。

　平安時代に編纂され
た『延喜式神名帳』に載
る古社。境内に「光源氏
月見の松」に因んだ松
が植えられている。

　天台宗。戒光院と円珠院の総称。
大化年間（645 ～ 50）、法道仙人
により開かれたと伝わる。元永 2
年（1119）に焼けたが、平清盛が
保元元年（1156）に再建した。養
和元年（1181）に清盛が亡くなる
と、その供養のために五輪塔が建
立された。
　また、『源氏物語』に登場する明
石入道の館跡とされ、藩主松平忠
国が詠んだ歌を刻んだ「明石入道
の碑」が建てられている。「明石之
浦之浜之松」の碑があり、ゆかり
の松が植え継がれている。
　善楽寺の内、東部に位置する円
珠院は、庭園で知られている。明
石の城下町建設時に町割を行い、
城内の庭園を造った宮本武蔵の
作と伝えられている。大・小の瀧、
瓢箪形の枯池とそのくびれ部に
架かる石橋が特徴。

　江戸時代初めの城
下町建設時に港を掘
削した際に生じた土
を積み上げた場所。周
囲よりも高台になり、
景色が良く、月見に適
していた。江戸時代中
頃の絵図には「月見
山」とあり、明治 36年
（1903）の「明石名勝旧
跡案内図絵」には「月
山」と記されている。

　社殿右の石碑に、大正
10 年（1921）の神社再
建時に寄附をした人た
ちの名が刻まれている。
その中に香川県観音寺
市伊吹島の漁業者 11
人の名があり、明石と伊
吹島との間で深い交流
があったことを伝えて
いる。

　元和 3年（1617 年）、徳川幕府 2代将軍秀忠の命に
より小笠原忠政（のち忠眞）が明石へ入封し「明石藩」
が誕生した。大坂夏の陣（1615 年）により豊臣家は滅
亡したが、徳川幕府にとっては旧豊臣方であった西国
大名たちは大きな脅威であり、彼らに対する監視の役
目として徳川家康ゆかりの重臣である本多家を姫路に
配し、その後衛の明石に小笠原家を配置した。

　小笠原忠政は、当初、明石川西岸の船上城に入ったが、
翌年、新城の築城を命じられ、姫路藩主本多忠政と共
に候補地を「人丸山」と定め、将軍秀忠の許可を得た。
幕府より費用の援助と築城奉行が派遣され、城の主要
部分である「本丸」「二ノ丸」「三ノ丸」の石垣・堀は
幕府によって築かれた。屋敷などの建築や外堀・城下町・
街道・港の整備は小笠原忠政が行った。

明石の町の基礎「城下町」

明石浦周辺と『源氏物語』ゆかりの地　文化財地図
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